
















                  


















































































































                                                   
1 清滝住民 故西野昌一談 旧清滝住民 妹尾吉隆氏所有 ノート「清滝の起因」 

































































資料によると世帯数 34 、総数 161 人、20 歳
以下が 45%を占めていた。戦後は軍隊服役帰
還者も加わり 41 世帯、総数 184 人を示し、
戦後のこの頃が一番、人口が増加した時期で
ある。しかし、昭和 45 年を境に世帯数 32、
総数 122 人と減少がはじまり、昭和 55 年には世帯数 27、総数 93 人となり 100 人台を切った。バブ
ル期には旅館業の増収が上向き、世帯数も 29 と一時的に増えたものの、人口総数は 86 人と減少して
おり、高齢化が進む兆しを示している。平成 22 年現在では、22 世帯で、人口総数 50 人と減少の一





い集落で毎時間（午後 8 時最終）2 便のバスが運行しているのは、愛宕山登山者やハイキング客の使
用を見込んでのことであり、その点では同様の問題を抱える他地域に比べると恵まれた環境にあると














                                                   
2 京都市統計資料 京都市役所市民情報センター資料 
3 京福電車系列の私営京都バスが運行 
4 京都府 京都府の温泉 府内温泉一覧（平成 22 年 12 月現在） 










































                                                   
5 21 件中 11 件で聞き取りを実施 
6 イギリス領バージニア諸島の私書箱に所有権（法務局不動産登記から） 











(4)  昭和初期～清滝がもっと栄えた頃 愛宕山電鉄とケーブルカー～ 
 大正期に嵯峨地域にも鉄道誘致への要望が起こり、昭和 2 年に地元資本と京阪電鉄と京都電燈会社
が出資して「愛宕山鉄道株式会社」が設立された。昭和 4 年 4 月に京都電燈配下の嵐山電車・嵐山駅



















時では 3 軒の旅館と 8 軒の茶店が営業を続け、観光客を受け入れていたが、モータリゼーションの発
展による日帰りレジャーや海外旅行の増加、温泉ブームなどの観光スタイルの多様化に加え、基とな
る愛宕山信仰参詣登山者の減少により清滝の観光地機能は徐々に低下していく。その動きに歯止めを
かけようと、昭和 40～55 年代、清滝に新たな観光施設が整備された。愛宕山 15 丁目の参道脇に広が
る、平坦部の地形を利用してフィールドアスレティック場が開業した。また清滝の歴史や民俗、古道
具などを展示する清滝民芸館や映画関係施設9が清滝川沿いに整備された。開設当初は話題性もあり再
                                                   
8 愛宕講関西圏を中心に江戸時代に広まった集落単位の信仰組織 代表者が団参する 
9 昭和 58 年に俳優の千葉真一が養成所施設として JAC・千葉道場を開設、俳優真田広之や志保美悦子、伊原剛志、堤
真一などが通う。レッスン待ちの若者たちが清滝川で泳ぐ姿がよく見られた。この頃、日本シリーズで優勝した阪神タ
145 

































戦後を境に、当時 31 軒あった旅館や茶店も、現在では図 3 のように、その殆どが閉店し民家に用
途変更し、また、愛宕山中の参道には民家すら姿を消している。この図の比較をみても、現在の集落
には茶店が殆どなく観光地としての機能は著しく低下していることがわかる。 















          豊田ふみ氏 元旅館かぎやの女将 
          西野 伸氏 清滝自治会会長 

































































                                                   








































                                                   
12 嵯峨鳥居本の「愛宕神社一の鳥居」前の茶店平野屋やつたやで今も出されている。 
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出す川水のことを筏士用語で「一時水」と呼んだ。筏の規模は 12 連から 13 連の保津川同様の本格的









                                                                                                                                                                        
13 芭蕉は「清滝や 波に散り込む 青松葉」「清滝や 神は雪解ぞ 京の水」と二作品を残している。 
150 
図 5 清滝川筏流し用仕留め 正面図 
 
















































































                                                   
14 7 月 31 日から 8 月 1 日の明朝まで行われ愛宕千日詣の参道整備。清滝住民が毎年、奉仕で行っていた。 







































                                                   
15 明治時代、高雄で旅館や茶店などの客を見込んだ川下り計画があった。当時はまだ国道 162 号線・周山街道は整
備されておらず、観光客が川舟を利用する周遊ルートを模索していた。 















































 オオサンショウウオ（昭和 27 年指定） カジカカエル、鮎、アマゴも放流している。 
④ 渡猿橋 
清滝川に架かる欄干がある赤色の橋で、清滝を象徴する橋である。もともと愛宕山の参道として
架けられた橋で、長さ 20.6m、幅 3.5m である。文覚上人が、猿たちが手をつなぎながら川を渡る
姿をみて名づけたといわれる。増水で何度も流失しており、現在の橋は昭和 13 年に架け替えられ


















































































































                                                   
19 東京大学の前身である旧制第一高等学校が「向陵」と呼ばれ、三高は吉田山麓にあることから「神陵」と呼ばれた。 








































                                                                                                                                                                        
また、一高が「自治」を校風に掲げたのに対し三高は「自由」を校風と掲げた。 











動を続けている。平成 18 年からは 7 月 31 日から




























4.4  清滝自治会・保勝会の活動 
清滝では今でも町内自治会が存在する。以前は伝統行事として「山のかみさん講」「お日待ち講」「愛




宕講」「行者講」「伊勢講」「観音講」という代参講または部落講がある。「山のかみさん」は 11 月 9
日に会議所で行われている。会議所に「山の神」の掛け軸を掛け、松、南天、塩、米などを供え、ロ
ーソクに火を灯し年長者からお参りをする。他の講も簡略化されているが、今も集落で続く伝統行事
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